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研究成果の概要（和文）：　立体コピーの原画制作数は6点。立体コピー及び「手で観る」アートパネルの制作
数は19点。視覚情報取得の為の支援情報として視覚情報の言語化（文字）及び点字翻訳は27件。視覚障害者が 
画像等の情報の取得方法を調査。視覚情報の言語化と音声情報化について、二科茨城支部展及び茨城県立盲学校
でアンケート。色彩情報提供の為のカラー版立体コピーの調査に関しては、本学 筑波技術大学視覚障害系学生
を調査対象として「カラー版立体解剖触図」を作成し授業で活用。色覚異常特有の色感に関した調査を行う。二
科茨城支部展及び茨城県立盲学校で「カラー触図」に関してのアンケート調査。

研究成果の概要（英文）：  There are 6 original drawings for 3D copy. The number of three-dimensional
 copy and "view by hand" art panels produced is 19. There are 27 cases ofverbalization (text) and 
braille translation of visual information as support information for visual information acquisition.
 Visually impaired people are investigating how to acquire information such as images. Questionnaire
 about the verbalization and audio informationization of visual information at Nika Ibaraki Branch 
Exhibition and Ibaraki Prefectural School for the Blind. Regarding the survey of three-dimensional 
color copy for providing color information, we created a “color three-dimensional anatomical 
tactile map” targeting students with visual impairments at the University of Tsukuba University of 
Technology and used it in the lesson. Investigate the color sensation peculiar to color blindness. 
Questionnaire survey on "color tactile images" at the Nika Ibaraki Branch Exhibition and Ibaraki 
Prefectural School for the Blind.

研究分野： 広告クリエイティブ

キーワード： 触って観る　視覚障害　ロービジョン　触覚伝達デザイン　触図　立体アート　ユニバーサルデザイン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
視覚に障害のある人が絵画等を触覚によって理解･鑑賞する際、一般的には、「形」（モノクロの世界）につい
ての認識に重きが置かれていたが、「カプセルペーパー」を使っての本邦初の「カラー触図」の研究開発によ
り、「色」（カラーの世界）についても関心を深め認識できるようになった。これは、まさしく本学ならではの
学術的独自性であり創造性豊かな試みであった。また、視覚障害者と聴覚障害者が共存する世界唯一の大学・本
学 筑波技術大学にとって誠に有意義な研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本学 国立大学法人 筑波技術大学は、視覚に障害のある人、又は聴覚に障害のある人の為の大
学である。本学の聴覚に障害のある学生が創ったポスターを、本学の視覚に障害のある学生が鑑
賞できれば、それは大変意義のあることである。そのことを本学の使命のひとつと考え、それを
実現する為の方法はないかと考えたとき、「手で触って理解」する「触図」をポスター鑑賞にも
応用すれば可能ではないかと辿り着いたのが、本研究そもそもの着想であった。その実現の為、
2002年に二科展デザイン部に入選した本学の聴覚に障害のある学生のポスター作品3点を、視覚
に障害のある学生にも触覚伝達デザイン情報として鑑賞できるように触図化（立体化）した。 
 
 

 
 
 
 
 
ポスター原画                触図化（立体化） 

 
当初の「触って観る」アートは、主として全盲の人を対象とした「モノクロ触図」での展示で

あったが、実際には「色」も感じることができる弱視の人も鑑賞し、「色についても知りたい」
との要望がかなりあり、また全盲の子どもの保護者からは「うちの子が鑑賞する絵には色がなく、
白黒の世界なので淋しい気がする」、また、視覚障害者の絵画等の鑑賞をサポートする人たちか
らは「カラー版の方が説明しやすい」との意見もあり、2012年に「カラー触図」のプロトタイプ
を制作し、以後、「カラー触図」を展示することとなった。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ユニバーサルカラー触図（ポスター）          ユニバーサルカラー触図（解剖触図） 

 
２．研究の目的 
本研究においては、様々な視覚障害者誰もが理解しやすい、より効果的な「カラー触図」を制

作する為の知見を得ることである。同じ「色」でも、個人によって違って感じられることがあり、
ある視覚障害者にとっては、「色」の判別が困難になり、場合によっては信号機の色の判別がで
きず、不便はもとより危険なことも考えられるので、こうしたことを解決する為の研究を行う必
要がある。本研究の目的は、様々な視覚障害者誰もが理解しやすい「カラー触図」の研究である。 
 
３．研究の方法 
下記の手順で「触図」を制作し、その「触図」についての意見やアドバイスを聞き出す為に、

視覚障害者に実際に手で触ってもらう。 
①原画（絵画、イラスト、ポスター、写真、彫刻）を選定する。 
②原画を理解・鑑賞しやすくする為に、作者の了解を得て、PC 等で「原画」に修正を加える。 
③原画を理解・鑑賞しやすくする為に、作者の了解を得て、PC 等で「原画」に修正を加える。 
④修正された原画を、大型レーザープリンタを使って｢カプセルペーパー｣に複写(コピー)する。 
⑤原画が複写された「カプセルペーパー」を、専用の立体コピー機で熱を加え「立体化（触知化）」
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専用の立体コピー機＜PIAF ピアフ＞            「触って観る」アートパネル 



４．研究成果 
1)「触って観る」アート原画（ポスター・イラストレーション）の制作と二科展での受賞。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           入選                       入選                          入選 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                準入選                                        準入選 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

準入選                     準入選 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
県知事賞(二科茨城支部展) 
 

準入選 
県議会議長賞(二科茨城支部展) 

 
 
 
 



2)二科展・茨城県立盲学校・文京シビックセンター・神田學士会館での展示（原画＆触図）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二科展                                茨城県立盲学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文京シビックセンター                  學士会館 七大学展示コーナー 
 
 
3)国内外の学会での研究発表と展示（原画＆触図）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本ロービジョン学会学術総会         視覚障害リハビリテーション協会研究発表大会 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロシアノボシビルスク州立点字図書館          ノボシビルスク ロシア国際学会 
 
 
 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ノボシビルスク ロシア国際学会 

 
4)本研究で得た知見。 
①よりわかりやすい「かたち」「大きさ」「線のさ」「複雑さ」に関する知見。 
②よりわかりやすくする為の画像の「簡略化」「白黒反転」に関する知見。 
③触図における「凸面」「凹面」の効用についての知見。 
④わかりやすい「カラー配色」についての知見。 
＜引用文献＞ 
① THEMETROPOLITANMUSEUMOFART(2003) 

「ART& THE ALPHABET:A TACTILE EXPERIENCE」 
② 筑波技術大学(2009)「『触って観る』アートプロジェクトの歩み」 
③ 筑波技術大学(2016)「『触って観る』アートプロジェクトの歩み PartⅡ」 
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